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(3) 9 カ所のケースヒストリーに基づいて ドレーン周辺土の乱れに及ぼすドレーン打設方法の影響
ならびにドレーン周辺土の乱れとウエルレジスタンスを含む圧密過程に及ぼす地下水位低下の影
響について，提案した圧密理論式に基づいて検証するとともに，その定量的評価法を提案してい
るo
以上のように，本論文はプレローディング，パーテイカルドレーンおよび地下水位低下を併用した
強制排水工法の基礎となる圧密理論を確立するとともに実測データに基づいて検証することによっ
て，地中水の強制排水による地盤改良効果を明らかにし，その合理的設計法を提案したもので，学術
上，実務上有効な成果であり，土木工学および土質工学の発展に寄与するところが極めて大きし、。よっ
て本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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